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１ はじめに 

 第３３期社会教育委員会議では、世代間のつながりの希薄化に焦点を当て検

討していくことにしました。各委員が日頃携わっている社会教育活動を振り返

った時に気が付くのは、３０代や４０代といった、いわゆる現役世代の社会教育

活動への参加が６０代や７０代などの他の世代と比較して少ないという現状で

す。 

特定の世代の社会教育活動の参加率が低いということは、つまり世代をこえ

たつながりが形成できていないという可能性が考えられます。世代を問わず、他

者とつながりを持ち、関わり合いを持つことは重要なことではないでしょうか。

様々な世代の方が一緒になって活動すること、つながりを持つことでしか得ら

れない気付きや学びがあります。人生１００年時代と言われる現代において心

豊かに生きていくためには、世代をこえたつながりは大切なものであると私た

ちは考えます。 

 しかし、富士見市の社会教育活動を見ると、上述のとおり、世代をこえたつな

がりについて、十分に築かれているとは言い難いのが現状です。世代を問わず、

誰もが一緒になって活動できる場がなくなってしまっているのも、その要因の

一つだと言えるのではないでしょうか。 

以上のような現状を鑑み、第３３期社会教育委員会議として、世代をこえたつ

ながりづくりについて検討し、提言書としてまとめます。 

 

２ 富士見市の現状 

地域で行われている諸活動について、参加者の固定化や高齢化、若手人材の確

保等が課題として多く指摘されています1。これは各種アンケート等からも見る

ことができます。令和元年度に実施された生涯学習に関する市民アンケート2で

は、現在行っている活動を問う設問に対し、２３％が「活動を行っていない」と

回答しています。一定程度の市民が生涯学習活動に取り組んでいないことが伺

                         
1 『令和４年度（令和３年度実施事業）事務事業点検・評価報告書』「基本方針Ⅱ学びあう

地域社会をめざす教育の推進」で、複数課から課題として挙げられている。例えば「各種

事業の参加者が依然固定化している」（４９頁）、「子育てサロン：若手保育サポーターの

確保」（５２頁）など。 
2 生涯学習に関する市民アンケート 

調査対象：①市内在住で満１８歳以上の男女１，０００名を無作為抽出 

     ②公共施設利用者（公民館・交流センター・コミュニティセンター）１２０部 

調査時期：令和元年１１月１日（金）～１１月２９日（金） 

調査方法：①郵送発送・郵送回収（同封の返信用封筒）無記名アンケート方式 

     ②公共施設窓口にアンケート用紙を設置・窓口回収 
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えます。また、その理由については、４３％が「仕事が忙しくて時間が無い」、

２１％が「家事・育児が忙しくて時間が無い」と回答しています。 

仕事や家事・育児が生活の中心になる世代については、生涯学習活動に参加す

る際のハードルが他の世代よりも高いと考えることができるのではないでしょ

うか。 

令和２年に実施されたアンケートモニター調査3では、「ご自身の生涯学習活動

を通じて、他者とのつながりを感じていますか。」という問いに対し、７割の人

が「わからない」「あまり感じていない」「感じない」と回答しています。中でも

特に注目したいのは、「わからない」と回答している人が、３６％にも上るとい

うことです。「わからない」と回答するということは、普段の生活の中で他者と

のつながりを全く意識していない、そもそも他者との関わりについて関心がな

い、という可能性を考えることができます。 

 
 

 他者とつながることのメリットを知らない、他者とつながりたいと思ってい

るがつながりを築けない、そういう人がいるのであれば、社会教育の観点から、

対策を考える必要があります。 

人と人とのつながりの中でこそ得られるものもあるでしょう。 

 

 

                         
3 令和２年度第２回富士見市アンケートモニター調査 

調査対象：富士見市アンケートモニターに登録された市民４６７名 

調査時期：令和２年８月１３日（木）～令和２年８月１９日（水）（７日間） 

調査方法：ＷＥＢ調査 

10%

19%

36%

17%

18%

ご自身の生涯学習活動を通じて、

他者とのつながりを感じていますか。

感じている やや感じている わからない あまり感じていない 感じない

生涯学習活動を通してつながりを築くことのメリットを知ってもらうこと 

出典：令和２年度第２回富士見市アンケートモニター調査 
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また、他者とのつながりを必要と考えるか、不要と考えるか、そしてどのよう

なつながりを求めるか、それはその人の置かれている環境やライフステージな

どによって変化するものです。 

 

 

 

生涯学習活動を支援するその一環である社会教育においては、この２点が求

められるのではないでしょうか。 

 

３ 「つながり」の大切さについて 

３-１ ３つの観点から見る「つながり」の必要性 

人とのつながりを持つということ、他者と関わり合うということは、そこに

「居場所」をつくるということだと考えます。「居場所」、「自分はここにいても

いいのだ」と思える場所があることは、非常に重要なことではないでしょうか。 

公民館で、図書館で、自宅で、様々な生涯学習活動が行われています。心豊か

な人生を送るため、一人ひとりが生涯学習活動に取り組むことは大切なことで

す。しかしその学びを「個」で終わらせることなく、他者とつながりを形成して

いくこと、生涯学習活動を通して「居場所」を見つけることが、なによりも大切

なことではないでしょうか。 

本提言書では、３つの観点から「つながり」の重要性を整理しました。 

 

① 自己成長の観点から 

他者とつながることによって、視野を広げて物事を見ることができます。新し

い気付きを得るきっかけにもなり得るのではないでしょうか。自分の日常内で

築く関係の、その枠を飛び越えて他者とつながることができれば、自分だけでは

発見できないような気付きを得ることが可能です。また視野を広げることもで

き、様々な考え方や状況を受け入れる力を高める効果にも期待できるのではな

いでしょうか。 

 

つながりを持ちたい、必要だ、と思ったその時に、その人がつながりを築け

るような環境を整えること 
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② 相互成長の観点から 

人とコミュニケーションをとる中で、人に教えてもらうありがたさを知り、人

に「教えて」と頼ってもらう喜びを知ることができます。また、他者から感謝さ

れることの感動に気付くことができ、自己成長のきっかけへとつながっていき

ます。そして、人とつながることが自己成長のきっかけとなるように、それは相

手にとっても成長の機会を与えているということです。他者とつながることで、

自分自身だけではなく、相互に高め合うことが期待されます。 

 

③ 「居場所づくり」という観点から 

 すべての人にとって、「居場所」があるということは、幸せなことではないで

しょうか。他者とつながることにより、同じ気持ちや環境について理解し合うこ

とができます。また、組織やコミュニティに対して帰属意識があれば、安心感や

自己肯定感を得ることができます。人は他者とつながることで、そこに「ここに

居てもいいんだ」と思える場所、居心地がいいと思える場所、すなわち「居場所」

をつくることができるのではないでしょうか。 

 

３-２ 世代をこえる重要性 

 他者とのつながりの中でも、私たちは「世代をこえた」つながりを特に重視し

たいと思います。それは、「世代間ギャップ」の理解、そして未来に向けた「つ

ながり」、この２点からです。 

 

① 「世代間ギャップ」を認め合う 

人々が集い、同じ目的を持って交流することは、お互いに新しい刺激を生み出

す効果があるものです。しかし、社会背景や生活環境などの違いから、物事に対

する考え方の相違が存在します。この相違は同世代間においてよりも、異世代間

においての方が大きいものであると言えるでしょう。この「世代間ギャップ」を、

理解することも大事なことですが、まずは認め合うことから始めることが大切

ではないでしょうか。 

社会教育において重要な要素の一つである「興味関心」について、様々な世代

が認め合い、共有し合う場をつくることができれば、今までにない考えやアイデ

アなどが生まれる可能性が広がるのではないでしょうか。「世代間ギャップ」を

こえて、より大きな気付きや学びを得ることを期待することができます。 
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② 未来に向けた「つながり」のため 

 現在富士見市では様々な社会教育活動が行われています。しかし「富士見市の

現状」で述べたように、次なる担い手の不在により、次世代へとつながることな

く、そこで活動が途切れてしまう恐れのある活動も少なくありません。意志ある

人達によってはじめられた活動が途切れてしまうのは、とても残念なことであ

り、富士見市の社会教育にとって大きな損失と言えるでしょう。社会教育に資す

る活動が途切れることなく、次の世代にも引き継がれていくようにするために

も、世代をこえたつながりを形成することは、大切なことだと言えるのではない

でしょうか。 

 

３-３ 富士見市生涯学習推進基本計画から 

 富士見市の社会教育行政についても確認しておきます。「市民一人ひとりが、

安心して生活し、行政との協働のもとで、いつでも、どこでも、いつまでも自発

的に学習をすすめ、そのことを通して、すべての市民が互いを尊重し、心豊かに

暮らせるまちづくりの実現を目指す」ことを基本理念として、富士見市生涯学習

推進基本計画が策定されています。 

 生涯学習とは、各人が自発的意思に基づいて行うことを基本とするものです。

しかし、富士見市が掲げるのは「心豊かに暮らせるまちづくりの実現」であり、

それは個人で達成されるものでは決してありません。「まちづくり」である以上、

個人ではなく地域住民が一丸となって成し遂げていく必要があるのではないで

しょうか。 

富士見市が掲げる理念を達成するためにも、まずは、市民一人ひとりが生涯学

習に興味関心を持ち、生涯学習活動に取り組むこと。そして、学びから得た成果

を個人に留めることなく、社会に還元していくこと。つまり、他者とのつながり

を形成していくことが重要となるのです。 

 

４ 「様々な世代を包む、ゆるやかな関係づくり」 

 生涯学習活動を通して「居場所」を見つけることは大切なことだと言えるでし

ょう。「ここにいてもいいんだ」と思える居場所を、個人の活動の中に、他者と

の関わり合いの中に、誰もが持てるような社会になってほしいと思います。個人

の生涯学習活動を通した居場所づくりを否定するわけでは決してありませんが、

上で述べた通り、社会教育の観点から、他者とのつながりの中にある居場所づく
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りを推進していきたいと私たちは考えます。 

どのような居場所があれば世代をこえた人々がつながりを持てるのでしょう

か。 

第３３期社会教育委員会議で検討した結果として、「様々な世代を包む、ゆる

やかな関係づくり」が必要であり、そのために以下の５点が重要と考えました。 

 

① 諸活動の発信と行政の積極的な支援 

 つながりづくりについて考えた時に、まずは、既存の活動を盛り上げること、

魅力を高めることが必要ではないかと考えます。また、社会教育活動に積極的・

前向きな市民と行政が一丸となって、その活動を共に活発化させていくことが

求められるのではないでしょうか。併せて、実際に活動している人のいきいきと

した様子を広く周知する。そして、様々な世代の人に興味を持ってもらい、そこ

から活動の輪を広げていく。そうすれば、より多くの世代の人に参加してもらう

きっかけへとつなげていくことができるのではないでしょうか。 

  

② オープンな雰囲気づくり 

活動や団体の寛容性を高めることも大事なことではないでしょうか。同質性

が保たれていることに心地よさを感じてしまうため、同じ年代、同じ考え方の人

同士での交流で終わってしまいがちで、排他的になってしまう団体や活動もあ

ります。しかし、それだと旧態依然とした組織になってしまいます。新しい人は、

新しい発見をもたらしてくれる人、という考え方を持つことが求められるので

はないでしょうか。また行政として活動や団体の運営に携わっているのであれ

ば、新しい人、あらゆる世代の人が参加しやすい雰囲気づくりも大切です。行政

に求められる支援の一つであると言えるでしょう。 

 

③ 負担感の軽減 

 新しいことを始めるということは、どんなことであれ心理的負担が伴うもの

です。また、つながりを築くための活動が、義務感や負担感を生じさせるもので

あっては、そこに参加したいと思う人はいないでしょう。仕事や子育て等、日々

の生活を忙しく過ごしている人にも参加して貰いやすい工夫が必要です。でき

る人が、できる時に、できる範囲で参加する、というゆるやかな仕組みづくりが

求められるのではないでしょうか。 
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④ 継続の仕組みづくり 

なにかに興味を持ち活動や団体に参加したときに、すべての人が継続してい

くわけではありません。「楽しい」と思う人が続けて活動していくことで、つな

がりが形成されていくのではないでしょうか。「楽しい」と思う感覚は人により

それぞれでしょう。ゆるやかな仕組みの中であればこそ、そこでより多くの人に

つながりを築いてもらい、そして継続してもらうためには、まずは参加して貰う

ためのさまざまな「きっかけ」と、そして「楽しさ」があることが必要だと言え

るのではないでしょうか。 

 

⑤ 子どもたちを中心に考えた活動 

他者とつながること、地域で活動することの土壌を子どもたちの中に作るた

めにも、子どもたちを中心に考えた活動は重要であると言えるでしょう。活動を

子ども自身が楽しむことはもちろん、「大人って楽しそうだな」と感じてもらう

こと。親子で参加してもらって、家庭で「今日楽しかったね」と共有してもらう

こと。そういったことの積み重ねの中で、自分も将来そういう大人になりたいと

いう思いが芽生え、他者とつながることを当たり前に感じるサイクルが生まれ

ていくのではないでしょうか。そのためには、地域と家庭、学校とが連携して、

子どもたちを地域で受け入れる環境を整備していくことが重要です。 

また、子育てをしている世代とつながりを築くためにも、子どもたちを巻き込

むことは有意義と言えるでしょう。たとえ小さなものであっても、共通した目的

意識や課題認識があった方が、人と人とがつながるきっかけとしては機能しや

すいのではないでしょうか。 

 

５ 具体的な取組の提案 

世代をこえた人々がつながりを持ち、そのつながりの中で充実感を得るため

には、どのような生活サイクルであっても参加できる「居場所」であることが大

切です。強制力のない、その人自身がその「居場所」を選択できること。そして、

その「居場所」に拘束されないこと。つまり、「様々な世代を包む、ゆるやかな

関係づくり」が必要であると言えるのではないでしょうか。 

そして「ゆるやか」であるからこそ、求めている人にしっかりと情報が届くよ

うな仕組みと、そのつながりに対して多くの人に「楽しさ」や「おもしろさ」と

いった魅力を感じてもらえるような仕組みづくりが重要であると言えるでしょ

う。 
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①情報を届ける仕組み 

適切な情報発信はとても重要であると言えます。特に、さまざまな世代を巻き

込むためには、検索した時にヒットするよう、ホームページやＳＮＳ上での情報

発信をしっかり行っていくことが必要でしょう。スマートフォンが広く普及し

た今、興味がある人はまずインターネットやＳＮＳで検索をして情報を収集し

ます。その時にしっかりと求めている情報がヒットすること。そしてヒットした

情報が魅力的に写ること。多くの世代、特に若い世代を巻き込む上では大切なこ

とだと言えるでしょう。 

また、「できる人」の「できる時」に、一歩を踏み出す「きっかけ」を提供す

るという意味においても、その人が興味を持てるような情報が入るよう、細やか

な情報発信が必要です。事前に情報を得ることができれば、活動に参加すること

に対する心理的なハードルを下げることも期待できます。参加することへの負

担感を減らすためには、インターネット等を活用した情報発信も大切であると

言えるでしょう。 

情報発信の頻度と質、そして媒体について、今の時代に即した方法をとること

が重要です。 

 

②参加しやすい仕組み 

 誰でも参加しやすい、オープンな雰囲気であるということは、事情が異なる

様々な世代の人に参加してもらうためには、とても重要なポイントであると言

えるでしょう。 

 

 
 

透明性があることや、方法を押し付けないということ、これは代表者の交代と

いうだけでなく、世代をこえて、新規参入を促していこうと考えた時にも、留意

すべき点であると言えるでしょう。 

 

事例１ 公園管理などを行っている団体の例 

この団体では、代表者交代に際し次の点に留意して進めていった。 

・参画メンバーが納得する場で決定していくこと 

・後継者に「自分の分身」を探さないこと／求めないこと 

・団体のあり方は承継するが、やり方は承継しない（押しつけない）こと 
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移動手段がないため参加できない、夜は外出できない、という場合もあるでし

ょう。ZOOM 等オンラインの活用により、誰でも参加しやすい環境を整えていく

ことも、これからは必要とされることでしょう。 

 

 

 

保護者も参加しやすい雰囲気や、活動のあり方を構築したことで、年齢の高い

層と子育て世代の層との交流が図れたという事例です。 

 

・子どもを中心に考えた事業において、その保護者を巻き込んだこと 

・働いている保護者であっても参加できる活動開催日を調整していること 

・子どもの参加も受け入れる雰囲気を作っていること 

・「できる人が、できる時に」を方針としていること 

 

これらの点は、どのような世代であっても受け入れる姿勢を持つために必要な

工夫であると言えるでしょう。 

 

事例２ 活動方法を工夫した例 

オンライン会議ツール ZOOM で開催された講演会に参加した。ZOOM には慣れ

ていなかったが、主催者に相談したところ２０分前から説明があり、スムー

ズに参加することができた。 

事例３ 小学生に向けた講座を開催している団体の例 

活動立ち上げ当初、地域の大学や社会教育関係団体等から数名ずつ担当者

を選出し実行委員会を形成していた。 

数年経過した頃から参加児童の保護者に参加を呼び掛けたところ、毎年何

名かは実行委員会に参加するようになった。保護者たちは現役の子育て世代

ということもあり、児童たちが興味を持っている内容を的確に把握し、積極

的に意見を述べてくれた。またその子ども達も、事業に参加した翌年に受付

を担当してくれたり、参加児童のフォローに入ってくれたり、積極的に手伝

ってくれた。 

当初から各団体の代表として参加していた実行委員のメンバーは、触発さ

れることが多くなり、とても楽しく活動できている。 
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 参加者である子どもを、単なる参加者で終わらせず、活動の担い手として巻き

込もうとしている事例です。 

 

 ・参加者である子どもを担い手として活動に巻き込んだこと 

 

子どもを対象とした活動において、何年か続くと、例えば小学生だった子ども

が中学生や高校生へと成長しています。高校生であれば大人とほぼ同じ働きが

できるし、中学生であっても小学生と一緒に遊ぶことができるし、小学生であっ

ても下の学年の子の相手をすることができます。子どもが参加していることで、

その子が大きくなったときに、運営側として参加してもらうサイクルを自然と

築くことができます。 

 

また、事例３と事例４に共通している重要なポイントとして、以下の点に注目

したいと思います。 

 

・子どもや新しく参加した人に対して役割を与えていること 

 

新しく参加する人を認め、仲間として迎え入れる仕組みがあるということで

す。この様な仕組み、態勢があれば、活動に対して楽しさややりがいを感じるこ

とができます。また、「できる人が、できる時に」という拘束力の低さにより、

無理のない範囲で活動することができるのではないでしょうか。 

 

 情報を届ける仕組みを築くこと。そしてオープンな態勢、時代や内容に合わせ

た活動方法の工夫など、参加しやすい仕組みを築くこと。「様々な世代を包む、

ゆるやかな関係づくり」を支える仕組みを作ることができれば、様々な世代が参

加しやすく、継続性のある活動となっていくのではないでしょうか。 

 

 

事例４ 子ども食堂の例 

仲間をどうやって増やしていこうかと考えた時に、参加している子どもた

ちを仲間に入れていきたいと考えた。子どもたちや世帯を、身近な地域で支

えていきたいという思いがある。子どもたちに参加してもらって、なにかを

してもらうだけの立場ではなくて、自分たちも誰かのために活動する、とい

うやり取りの機会としたいと考えている。 
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６ おわりに 

先日、会議で配られた公民館だよりなどを見直しました。各館で取り組んでい

る社会教育や生涯学習などが、様々な形で次世代につなげていくことの大切さ

を、あらためて認識しました。この提言を通して、世代間の交流の場を、市民と

行政が連携し合う中で、意図的に行う必要性も痛感しました。情報を得る新たな

ツールが進む社会の中で、富士見市の社会教育が未来につながるためにも、この

提言内容が具現化され実践されて行くことを願っています。  

２年間にわたって、この提言をまとめることができたのも、活発な意見や提唱

をしていただいた社会教育委員の皆様のご協力と担当職員の皆様のお力添えの

賜物です。今期の議長として感謝いたします。 

（古澤 立巳） 

 

 

「子どもは地域で育てる」という言葉が盛んに言われた時があります。しかし

子育て世代の親たちが地域社会にとけ込むのは、なかなかハードルが高いもの

です。行政が何かきっかけ作りの事業を提案してくだされば、地域で活動してい

る団体が協力し世代をこえたつながりが生まれるのではないでしょうか。 

（佐々木 眞理子） 

 

 

人が集まると、五感のコミュニケーションをとる事ができる。 

しかし、今はオンライン化が進み、どこにいても人と人がつながる時代になっ

てきている。 

人間関係の築き方に変化が感じられる。今こそ地域での世代を越えた人たち

の活動（イベント、サークル等）がとても大切であると思っている。時には身近

なところで声を掛け合ったり見守ったりして助け合うことが、やさしさや勇気

を育んだりする事につながる。それぞれの世代から様々なことを学ぶ機会がで

きる。世代を越えお互いをかけがえのない存在だと理解し、将来につながってく

れることを願っている。 

（荒川 照子） 

 

 

かつて子育て真っ最中の時、私は大人の学びの場として公民館での社会教育

活動に参加し、その中で同年代ではない多くの人に出会いました。多くの刺激が

ありたくさんのことを学ばせていただきました。私にとって公民館は本当に大
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切な場所です。学びとしての生涯学習は、一人で完結させることもできますが、

いろいろな人との有意義な関わりの中で、自分の成長が引き出されることがあ

ると実感を持って感じています。これからも、人生の先輩とも、後輩とも楽しく

有意義に関わりあっていきたいと思います。 

（京谷 恵子） 

 

 

時代の変化により、人との「つながり」の作り方が変わってきました。人が幸

せに暮らしていくには、人との「つながり」を持つことは大切です。５０歳代後

半の私ですが、新しい事に苦手意識を持たずに、挑戦していきたいと思いました。 

（吉田 徹子） 

 

 

Z 世代といわれる若者が数年後には時代を担う。AI 活用が広がり生活が変化

することが予想されるが時代が変わろうと豊かな暮らしには人と人との関りは

大切である。誰一人取り残さないまちづくりについて住民と行政が一丸となっ

て取り組む必要性について様々な立場で考察できた本委員会活動は私にとって

大きな財産となった。 

（蘇武 伸吾） 

 

 

事務局を務められた担当課の生涯学習課の方々のご尽力のもと、世代を越え

たつながりづくりについて、異なるバックグラウンド・経験を有する委員の方々

とともに深く考える機会を与えていただきました。隗より始めよで、自身も率先

して地域での活動においてつながりづくりを進めていきたいと思います。 

（渡邉 知広） 

 

 

熱心に取り組まれる委員の皆様のご意見に反省しきりです。毎回気づかされ

ることが多く今更ながら地域との関係の希薄さを痛感。自責の念に駆られてい

ます。こんな己が提言書作成に関わることなど申し訳ない気持ちでいっぱいで

す。 

（𠮷田 和江） 

 

 

市民の学ぶ環境や人のつながりづくりなどをテーマに本市の社会教育のあり
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方について様々な角度から意見が交わされる中で、あらためて「地域の学校」と

しての役割についても振り返るよい機会となりました。将来、地域の担い手とな

る子どもたちに地域やそこで暮らす大人との多様な交流の場を一層工夫して作

ってまいりたいと考えております。 

（内海 幸一郎） 

 

 

社会教育委員会に参加させていただいて、富士見市を安心して住みやすくす

るため多くの人が動いており、沢山の活動機関で活動していることが知ること

が出来ました。その中で色々な角度、立場からの話が聴けた事はとても勉強にな

りました。日々、当たり前に生活していますが誰かの行動や支えがあり日々の生

活している事を改めて実感致しました。今後、生活していく中でこのような活動

が周知されるように伝えていきたいと思います。 

何かお手伝いできる事があれば引き続き協力していきたいと思っております。

ありがとうございました。 

（冨士 伸） 


